令和３年度　第１回宗像市スポーツ推進審議会

会　議　次　第

	日　　時
	令和３年１０月１９日（火）１９:００～

	会　　場
	宗像市役所　３０４会議室

	出席者
	委　員
	☑市丸　　　☑西村　　　☑青野　　　☑末永　
☑寺尾　　　☑吉田　　　☑野口　　　☑大賀

	
	事務局
	☑久保　　　☑民谷　　　☑大塚　
☑小野　　　☑松田　　　


１　あいさつ
２　委嘱状の交付
３　自己紹介
４　審議会の役割について
▼審議会の役割について事務局より説明。
５　会長、副会長の選任

▼市丸委員が会長に、末永委員が副会長に就任。
６　審議事項

（１）スポーツ推進計画進捗状況について
▼事務局による説明
事務局（松田）よりスポーツ推進計画の進捗状況について説明。令和２年度に引き続き、コロナウイルスの影響により多くの事業が中止または延期となったが、開催できる事業については感染症対策を徹底し実施した。
▼質疑
（吉田委員）小中学校のクラブ活動の実態調査の目的と今後の動きは。
（久保課長）調査は教員の働き方改革の支援、子どもたちへの専門的な指導、クラブ活動等への支援を行う目的で実施している。スポーツだけでなく、文化の側面でも併せて調査している。指導者の活躍の場等も含めて活用していきたいと考えている。教育政策課と連携しながら進めていく。
（大賀委員）国では休日の部活動を地域に移行するということをモデル的に進めており、宗像でも同様の流れが必要ではないか。国では令和５年から段階的に移行と言っているので、あまり時間もない。地域のクラブや競技団体のコンセンサス、場所、経費等、問題が多くかなり重たい内容になってくるため、うまく流れに乗る必要があると考える。国、県の制度をうまく活用すべきではないか。
（寺尾委員）今に始まった問題ではない。学校の先生は生徒をよく知っていて指導しやすいが、地域の方では人間関係が難しい。理想は外部から先生を呼ぶことだと思うが、現実にはそのような問題があり、対処の検討をしていく必要がある。玄海地区のバレーボールクラブは昔から地域と関わっており上手くいっている。
（久保課長）進めるにあたっての課題については認識しており、審議会でも議論していければと考えておる。
（大賀委員）パラバドとパラ水泳はどのように進めていくのか。
（久保課長）パラバドはグローバルアリーナで実施したりしており、日本障がい者バドミントン連盟の理事長と話をするなかで、どのようなことが出来るか検討している。サポートシティでもあるため、障がい者スポーツをする機会を作っていけないかと考えている。水泳はアクアドームで実際に実施している人たちがおり、そのような方たちの支援等を考えている。
（大塚係長）パラ水泳は長年アクアドームで障がいのある子とその親を対象にした「ペアペアチャレンジ」が行われている。今後はそれを発展させて、本格的に泳ぐ人向けの教室の立ち上げ等ができないか、まだ具体的にはなっていないが動き出している状態。
（末永副会長）実際にやっているのは知的障害の子どもたちが親と一緒にしている。パラ水泳は身体障がいだと思われるが、そこまではまだできていない。
（２）スポーツサポートセンターの取り組みについて
▼事務局による説明
事務局（大塚）よりスポーツサポートセンターの取り組みについて説明。現在サポートセンターは開設から３年半経過している。今まで教室、体力テスト等を行ってきたが、参加者の固定化で広がりがみえない。来年度は教室に加えてウォーキングの取り組みに力を入れていく。また、現在ある教室の見直しを図り参加者増加を目指す。ウォーキングは健康課と連携し、ふくおか健康ポイントアプリを活用した取り組みを行う。まずは登録者数を増やし、市からの情報を登録者に積極的に流す。登録者からはどのくらい歩いたか、何を食べているか、体重等の情報を活用して次の取り組みに活かすような双方向のやりとりを行う。スポーツ推進委員の役割を見直し、各地区で月例ウォーキング等が仕掛けられないか考えている。現在、東郷地区でモデルとしたウォーキングの取り組みを行っており、これを全地区に広げていきたい。日の里地区ではオリンピックの聖火リレーが実施できなかったことから、来年３月にレガシーとなるウォーキング大会を実施する予定。スポーツ実施者への支援としては、プールリカバリートレーニングをアクアドームで実施する。競技者への支援が目的。泳ぐだけでなく、プールを歩く等のトレーニングをすることで、疲労回復、リハビリ、ケガ予防に繋げられないか、来年度調査研究事業を行う予定。そのため、今年度１１月頃からサニックスブルースの選手の協力を得ながら取り組む。若者子育て世代対象としては、新規にストレッチポールを使った背骨などの矯正にも繋がる様な教室を開催し、来年度はオリンピック正式種目になったダンスを取り入れた教室等ができないか考えている。子ども対象については、親子プール遊び教室を実施し、まずは水に親しみ、民間プールで泳ぐきっかけとなるような教室を開催する。また、小学校への指導者派遣事業の体操教室は継続したい。トライMUNAKATAでは女子ラグビーチームの立ち上げに繋げられないか協議をしている。来年の３月から４月にかけて女の子を対象にした教室を開催したいと考えている。ウォーキング、プールリカバリー、プールスタート事業を来年度の目玉として実施していく。新たにスポーツをする人の掘り起こしが非常に難しいため、審議会のなかでも意見をもらいたい。
▼質疑
（末永副会長）インボディ測定器の今後の活用は。
（大塚係長）インボディは体組成の確認ができるもの。現状年間の活用者が少ない。データを元に運動プログラムの提案等ができる。今年から市民体育館だけに置くのではなく、アクアドーム等市内の公共施設に置いて利用の促進を図り、健康づくりの施策に活かしたいと考えている。
（末永副会長）健康課から国保の説明会時の待ち時間に測定をするのはどうかと話があった。福岡県内で行政が持っているケースは少ない。民間のスポーツクラブや病院にはある。健康課にも１台あるため、その２台をどうするかを市全体で検討して欲しい。
（吉田委員）まずはインボディがあることを告知すべきではないか。
（大塚係長）サポートセンターの取り組みを含めて広報紙等で周知するようにしていく。
　（３）東京２０２０オリンピック・パラリンピックの総括について
▼事務局による説明
事務局（小野）から説明。聖火リレーは５月１２日に実施予定だったが、県内は公道での実施は中止となり、北九州市でセレモニーのみとなった。７月の事前キャンプでは、ロシア７人制女子ラグビーとブルガリア柔道のキャンプを行った。コロナ対策は国のガイドラインを徹底し、一般客との接触がないよう取り組んだ。市民との交流や公開練習はコロナ対策のため、ブルガリア柔道と市内小学校６校約３５０人のオンライン交流のみにとどまった。パラリンピックは８月１２日に聖火フェスティバルを実施した。宗像大社で採火、グローバルアリーナに展示を行った。また、宗像ゆかりの代表選手に応援メッセージを送った。オリンピック期間中は試合日程や試合結果等を随時更新した。今後は市立小中学校でレガシー展示を実施する。オリパラの感動を子どもたちの心に残すために、関連グッズを巡回で展示している。
▼質疑
特になし。
（４）宗像市公共施設アセットマネジメント推進計画について
▼事務局による説明
事務局（民谷）より説明。公共施設を今後どのようにしていくか計画を定めたもの。財政状況が厳しいなか、施設数の削減や、施設の民活化等を含め検討している。市民とともに取り組むアセットマネジメントであるため、審議会にもその役割を担っていただく必要があると考えている。公共施設の包括管理委託にて施設を一体的に管理する取り組みを令和４年度から行う予定にもなっている。

▼質疑
（吉田委員）市民と協働で推進とあるが、市民は何をするのか。
（民谷係長）パブリックコメントや市民アンケートにより、市民の意見を反映していく。
（吉田委員）計画期間内の目標で２５％修繕費を削減するとあるが、ただ単に減らすということか。
（民谷係長）単純に工事をしないという訳ではなく、優先順位に基づいて、工事までの期間を延ばす等の対応を検討していく。
（大賀委員）更新とはどういう意味か。
（民谷係長）解体するだけでなく、その後に新設する等が含まれている。
（末永副会長）アクアドームがスポーツ施設にも文化施設にも含まれていないがどちらに該当するのか。
（民谷係長）アクアドームはユリックスに属するが、明確になっていないところもあるので、今後明確にしていく必要がある。
７　その他
【配布資料】


○資料１　スポーツ推進計画進捗状況（後期）


○資料２　スポーツサポートセンターの取り組み


○資料３　東京２０２０オリンピック・パラリンピックの総括


○資料４　宗像市公共施設アセットマネジメント推進計画（改定）概要版


宗像市公共施設アセットマネジメント推進計画（改定）本編抜粋


・宗像市スポーツ推進審議会条例


・宗像市スポーツ推進審議会委員名簿











